
第1 日 6月22日（土）

A 会 場 (F307) B 会 場 (F3 0 8) 

10: 00 
司会 京都大学 赤 岡 功 司会 立教大学 笠 原 清 志

日本的経営と女性管理者 東欧諸国への投資決定と 経営組織要因の評価
↓ 神戸大学大学院 谷 口 真 実 ー一東欧諸国の経営組織は

10: 40 
投資にどう影響するか―

東京都立短期大学 薄 上 二 郎

10: 50 
司会 一橋大学 野 中 郁次郎 司会青山学院大学 岡 本 康 雄

もう 一つの「生産系列」 超国籍企業の理念モデルの提案
↓ 横浜市立大学大学院 中 辻 萬 治 神奈川大学 海老澤 栄 一

11 : 30 

11 : 40 
司会 早稲田大学 間 宏 司会法政大学 下 川 浩 一

終身雇用制一―—軌跡と展望 輸出基地としての海外生産の検討
↓ 新潟経営大学 関 口 功 —ーコスト ・ 納期を中心に 一一—

12: 20 宮崎産業経営大学 伊 藤 賢 次

12: 20�13: 20 昼休み／理事会(6号館7階中会議室 1)

司会 名古屋大学 岸 田 民 樹 司会 東洋大学 小 林 幸 一郎
13: 20 成長のマネジメントによる異者協働組織の可能性 グリ ーン ・ ツ ー リズム活動の展開と

↓ 
—ホンダ太陽（掬の事例を通して一一 その運営組織の現状と課題

甲南大学 川 村 尚 也 （松東京経営研究所 小 坂 善次郎
14: 00 ホンダ太陽（株｝ 山 下 猛

香川大学 原 六吉 士パンヽ

テ ー マ ・ セッション
「異文化融合経営の現状と課題」

司会 東京経済大学 植 木 英 雄
1. 問題提起と基本的視座

14 : 10 東京経済大学 植 木 英 雄
2. 実態報告

(1)北米日系企業における異文化経営
↓ ー一その現状と方向性

異文化経営研究所 網 野 俊 賢
(2)在日外資マネジメントの現状と課題

16 : 10 日本DEC 浜 脇 洋 二
3. 理論的考察とコメントー異文化コミュニ

ケ ー ションと経営のハイブリッド化
青山学院大学 林 吉 郎

16: 20�17 : 50 高宮賞受賞式及び会員総会〔選挙〕 (5号館E101教室）
18: 00�20: 00 懇親会(6号館7階大会議室）

第2 日 6月23日（日）

A 会 場 (F307) B 会 場 (F308)

9: 30 
司会 神戸大学 加護野 忠 男 司会 東京経済大学 梅 澤 正

組織の独自能力構築プロセス 企業における 倫理と効率
↓ ー一競争と戦略スキーマ -H.A. サイモン の利他主義モデルを超えて

10 : 10 
千葉大学 網 倉 久 永 麗澤大学 高 巖
東京大学 新 宅 純二郎

10: 20 
司会 横浜国立大学 田 中 政 光 司会 防衛大学校 鎌 田 伸 一

化学産業における効果的な製品開発マネジメント 公益法人・中間法人・非法人団体の情報公開
↓ —一合成樹脂事業を例にして一―- 常磐大学短期大学部 金 子 雄 次

11 : 00 三菱ガス化学（籾 赤 瀬 英 昭

11 : 10 
司会東北大学 大 滝 精 一 司会筑波大学 河 合 忠 彦

ビックサイエンス計画Take-Offの成否 日本における企業倫理制度化の
↓ 組織システム生成• 発展のプロセス 有効性に 関する 一考察

11 : 50 開発組織研究所 中 山 隆 志 脱澤大学 中 野 千 秋

C 会 場 (F309)

〔大学院セッションl〕
（司会 東京経済大学 土 屋 守 章）

①企業の技術力に関する一考察
名古屋大学 浅 井 紀 子

②生産技術の進化と組織
東京大学 松 尾 隆

③企業活動と「技術パラダイム」の生成
ー一間主観的技術観と技術革新の〈制度化〉 一一—

一橋大学 加 藤 俊 彦

（司会 神戸大学 金 井 壽 宏）
④理念確立による組織学習の促進

東京大学 安 藤 史 江
⑤ネットワーク・ノイベ ーミ屋ンにおける個人の役割

一橋大学 福 嶋 路
⑥想像の共同体としての組織

大阪大学 竹 本 達 也

〔大学院セ ッ シ ョンII〕
（司会 神戸大学 吉 原 英 樹）

⑦海外進出企業における階層別二重経営システム
一橋大学 林 保 順

⑧中国国有企業の行方
常磐大学 愈 暁 軍

⑨日米半導体 産業における企業戦略と産業発展
一橋大学 軽 部 大

⑩設備投資の経済成長に与える影響の国際比較
一橋大学 柳 田 卓 爾

（司会 一橋大学 沼 上 幹）
⑪地域ネ ッ ト ワ ーカー としての

大田区発注側中小企業
東京大学 砂 川 和 範

⑫医薬品産業の共同研究開発
東京大学 桑 嶋 健 一

⑬組織内準専門職のキャリ ア研究
神戸大学 苅 谷 寿 夫

⑭多角化戦略と経営組織
青山学院大学 萩 原 俊 彦

C 会 場 (F3 0 9) 

司会 神戸大学 坂 下 昭 宣
コミュニケ ーション による

企業と従業員の関係性の変容
野村総合研究所 日 戸 浩 之

司会 東京大学 高 橋 伸 夫
組織における対人関係の転換

福島大学 磯 村 和 人

司会 関西大学 高 瀬 武 典
社内コミュニケ ー ション手段の利用度 と有効性

―—在北陸企業調杏分析から 一ー一

富山大学 宇 野 斉

ポスタ ー ・ セッション（コ ー ディネ ー タ ー 東京経済大学 土 屋 守 章）

(1) 組織と個人の新総合システム (2) 組織論の研究方法論 (3) 組織論におけるポリテイカル ・ パ ースペクティブの再生

滋賀大学 太 田 肇 神戸大学 金 井 壽 宏 横浜国立大学 山 倉 健 嗣

ポスタ ー は、発表会場と同じ階のF 3 0 5 教室に第 1 日の11時以降展示します。 セッションは、第 2 日の午後に研究発表と平行して行ないます。展示者
が太田 ・ 金井 ・ 山倉の順にポスタ ー 前で待機しますので、関心をお持ちの方は自由に質疑応答をなさってください。十分時間が取れないかもしれませんか
ら、 質問は事前にメモで渡されるとよいでしょう。

司会 東京経済大学 影 山 喜 一 司会 一橋大学 楠 木 建 司会 静岡県立大学 北大路 信 郷
12 : 50 コンテンツ産業の競争構造 知識調達の論理（要約） 政策決定における官僚特性

↓ ソニ ー（株） 柴 田 高 ー一組織の中核力としてのボランティアシッ プ —ー政・官関係の日英比較

13: 30 笹川平和財団 柴 田 友 厚 岡山大学 山 本 清

司会 九州大学 塩 次 喜代郎 司会 大阪大学 白 樫 三四郎 司会 筑波大学 奥 山 敏 雄
13: 40 顧客と の戦略整合性について 連続意思決定問題における個人決定と 組織における当然ではない正当化

↓ 日本電気ホ ー ムエレクトロニクス（株） 合議決定の乖離 による支配のメカニズム

14: 20 
後 藤 俊 夫 —実験経営学的アプロ ー チー一9 ー一現象学から組織研究への挑戦—-

駒澤大学 長 瀬 勝 彦 亜細亜大学 築 達 延 征

司会 京都大学 杉 万 俊 夫
14: 30 営業部門における知識の共有化

↓ 一組織的営業の認知的アプロー チー――

15 : 10 岡山商科大学 松 尾 睦
闊東急総合研究所 吉 野 有 助




